
『
平
家
族
伝
抄
』「〈
十
五
〉
十
一
巻
分

神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
の
蟻
通
明
神

│
│
増
補
記
事
に
見
る
吉
田
神
道
系
三
十
番
神
思
想
を
め
ぐ
っ
て
│
│

山

中

美

佳

は

じ

め

に

『
平
家
族
伝
抄
』盧
と
『
神
道
集
』盪
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、「
一
巻
分

義
王
義
女
事
」
の
八
苦
の
箇
所
に
つ
い
て
、
高
橋
伸
幸

氏
蘯
の
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
緒
先
学
に
よ
っ
て
も
古
本
系
神
道
集
の
本
文
と
近
似
し
て
い
る
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
盻
や
『
真
名

本
曾
我
物
語
』『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』『
平
家
打
聞
』『
私
聚
百
因
縁
集
』『
宝
物
集
（
第
二
種
七
巻
本
）』『
日
本
書
紀
私
見
聞
（
春
瑜

本
）』
と
と
も
に
、『
神
道
集
』
と
『
平
家
族
伝
抄
』
も
章
句
・
宛
字
に
共
通
す
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
示
唆
さ
れ
て
き
た
眈

（
七
）

と
い
う
経
緯
を
持
つ
。
ま
た
、
本
稿
で
扱
う
「〈
十
五
〉
十
一
巻
分

神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
も
、
神
道
集
の
「
卅
八
蟻
通
明
神
事
」
と

無
関
係
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
眇
。

以
前
、
拙
稿
眄
に
お
い
て
、『
族
伝
抄
』
は
、『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
の
裏
書
で
は
な
い
か
、
と
し
た
の
だ
が
、
こ
の
『
族
伝
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抄
』
を
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
貫
く
も
の
は
何
か
、
と
い
う
視
点
で
見
て
み
る
と
、
全
体
的
な
印
象
と
し
て
、
平
家
物
語
の
登
場
人
物
を

中
心
に
す
え
な
が
ら
も
、
神
仏
に
関
わ
る
話
の
占
め
る
割
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
う
け
る
。『
族
伝
抄
』
の
上
巻
に
あ

る
「
一
巻
分

忠
盛
昇
殿
事
」
に
は
、
十
二
神
将
の
こ
と
、「
一
巻
分

義
王
義
女
事
」
の
八
苦
に
は
玉
津
嶋
・
葦
刈
明
神
の
こ
と
が
描

か
れ
、
下
巻
「〈
十
〉
六
巻
分

経
島
事
」
に
は
橋
姫
明
神
、「〈
十
一
〉
七
巻
分

黒
坂
口
柳
原
今
八
幡
宮
事
」
に
は
倶
梨
迦
羅
明
王
と

今
八
幡
宮
の
由
来
、「〈
十
二
〉
八
巻
分

天
武
天
王
焼
栗
事
」
に
は
焼
栗
伝
説
、「〈
十
三
〉
九
巻
分

�
取
超
事
」
で
は
勝
男
明
神
の
こ

と
、「〈
十
四
〉
十
巻
分

本
三
位
中
将
被
渡
南
都
事
」
で
は
重
衡
の
鏡
説
話
、「〈
十
五
〉
十
一
巻
分

神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
で
は
蟻
通

明
神
が
描
か
れ
て
い
る
。
不
思
議
な
話
ば
か
り
を
集
め
た
室
町
時
代
色
が
濃
い
と
い
う
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
書
の
性
格
、

及
び
編
者
の
意
図
を
読
み
と
る
手
が
か
り
が
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
ま
た
、『
平
家
族
伝
抄
』
の
本
文
を
鑑
み
る

に
、『
族
伝
抄
』
と
い
う
こ
の
小
さ
な
書
に
も
、
成
立
に
過
程
と
い
う
も
の
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
の
『
族
伝

抄
』
に
は
、
初
期
段
階
に
構
成
さ
れ
た
本
文
と
増
補
さ
れ
て
き
た
本
文
に
、
区
別
で
き
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
れ
を
大
前
提
と
し
て
、「〈
十
五
〉
十
一
巻
分

神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
を
中
心
に
、
編
者
（
或
い
は
増
補
者
）
の
特

徴
を
読
み
取
れ
は
し
な
い
か
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一
『
族
伝
抄
』
の
蟻
通
明
神
譚
に
増
補
さ
れ
た
も
の

『
族
伝
抄
』
本
文
中
、『
神
道
集
』
と
の
か
か
わ
り
が
指
摘
さ
れ
る
箇
所
は
、「
一
巻
分

義
王
義
女
事
」
の
八
苦
に
、『
神
道
集
』
の

「
卅
九

玉
津
嶋
明
神
事
」
と
「
�
二

接
州
葦
刈
明
神
事
」
が
古
本
系
本
文
と
近
似
し
た
形
で
依
拠
せ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
箇
所
が

あ
る
ほ
か
、「
十
六
巻
分

経
嶋
�
」
に
、『
神
道
集
』「
卅
八

橋
姫
明
神
事
」
に
あ
る
斎
明
天
皇
時
代
の
人
柱
の
話
を
、
先
例
と
し
て

ご
く
簡
潔
に
載
せ
て
い
る
箇
所
。
そ
し
て
、「〈
十
五
〉
十
一
巻
分

神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
に
は
、『
神
道
集
』「
卅
七

蟻
通
明
神
事
」

『
平
家
族
伝
抄
』「〈
十
五
〉
十
一
巻
分
神
璽
寶
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�
」
の
蟻
通
明
神

九
〇



に
ほ
ぼ
近
い
形
で
採
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、「〈
十
五
〉
十
一
巻
分

神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
に
関
わ
っ
て
論
を
展
開

す
る
。

ま
ず
、
左
に
「
神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
の
本
文
を
挙
げ
る
。
本
来
な
ら
、『
神
道
集
』
と
の
本
文
対
比
眩
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

紙
幅
の
関
係
で
、『
族
伝
抄
』
の
本
文
の
み
を
こ
こ
に
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。『
神
道
集
』
と
の
顕
著
な
相
違
点
と
見
ら
れ
る
箇
所
に
は
傍

線
を
伏
し
た
。（
訓
点
の
欠
け
た
と
こ
ろ
は
私
に
補
っ
て
い
る
）

シ

シ
テ

リ

漓
抑
内
侍
所
宝
剣
由
来
如
二

本
書
一

。
申
二

神
璽
一

八
坂
玉
�
。（
�
申
二

此
玉
一

天
照
大
神
乞
二

愛
第
六
天
魔
王
一

）
御
子
達
為
二

御
守
一

成
二

人
王
代
一

後
、

タ
リ
シ

ト

リ

ナ

レ

ト

為
二

代
々
帝
御
守
一

。
人
王
第
五
代
帝
孝
照
天
皇
御
時
、
天
朔
女
盗
二

取
此
玉
一

、
登
レ

天
。
般
若
十
六
善
神
中
秦
奢
大
王
是
奪
取
為
二

我
財
一

。
滷
其
後

下
シ

ハ
タ

カ
ノ

イ
レ

大
唐
云
二

玄
弉
三
蔵
一

人
、
奉
二
レ

渡
大
般
若
一

、
渡
二

天
竺
佛
生
國
一

。
流
沙
河
岸
、
有
美
女
房
有
二

一
人
一

。
向
二

三
蔵
一

彼
女
房
、
和
僧
有
二

何
宿

下
ヘ
ル

キ

ケ
レ

フ

へ

有
リ
ト

願
一

、
是
程
懸
二

難
所
多
道
一

被
レ

向
、
三
蔵
聞
レ

之
、
大
般
若
欲
二
レ

渡
東
土
一

有
レ

志
、
就
レ

中
、
付
二

般
若
心
経
一

深
志

云
々
。
其
時
彼
女
房
、
申
二

此

ク

ク

下
ヘ

テ

タ

イ

ワ

イ

セ
下

道
一

輙
可
二

人
行
一

非
處
、
急
返
云
々
。
三
蔵
重
被
レ

申
、
我
自
二
レ

出
母
胎
内
一

以
後
、
未
二
レ

犯
禁
戒
一

。
何
可
二
レ

不
レ

渡
一

。
屍
曝
二

流
沙
一

、
何
可
レ

為
嘆

チ

ラ

ツ

下
ハ

ミ

シ

へ

フ

下
ハ

チ

シ

ツ

処
、
彼
女
房
件
取
二

出
八
坂
玉
一

、
汝
而
、
貫
二

此
玉
緒
一

、
自
為
レ

計
送
二

佛
生
國
一

言
時
、
三
蔵
取
二

彼
玉
一

見
、
澆
形
如
二

蠶
作
璽
一

。
其
色
黄
。
玉

ナ

ヘ

シ
下

ロ

キ

ミ
ヤ
ク

ソ

シ

ナ
レ

緒
穴
曲
二

七
坂
一

、
為
レ

何
可
レ

貫
不
レ

覚
。
良
久
、
向
レ

天
思
惟
処
、
道
傍
木
枝
、
云
レ

蟻
居
レ

虫
、
鳴
二

蟻
腰
着
糸
向
玉
孔
一

。
三
蔵
達
二

悉
曇
一

人
、
此

チ
ヤ
ク

イ
ト

ケ

ケ
ヨ

ケ
レ

ヘ

リ

虫
聞
二

□
聲
一

、
蟻
□
腰
□
着
々
糸
々
向
々
孔
穴
□
。
蟻
腰
着
レ

糸
向
二

玉
穴
一

鳴
耶
心
得
、
蟻
一
取
、
腰
着
レ

糸
入
二

玉
穴
一

、
无
二

左
右
一

�
方
�
通
、
其

ル

チ

ナ

チ

後
捨
レ

蟻
。
以
二

貫
玉
一

、
奉
二
レ

見
彼
女
房
一

。
潺
其
時
彼
女
房
、
怖
気
成
二

鬼
王
形
一

。
我
是
般
若
守
護
十
（
�
六
）
善
神
王
中
云
二

秦
奢
大
王
一

、
是
汝

タ

セ
シ

ミ

ク

リ

ヨ

チ

此
世
非
二

一
事
一

、
過
去
七
生
間
欲
二
レ

渡
此
経
一

、
自
惜
二

思
三

食
御
経
一

、
為
二

此
渡
一

、
召
二

汝
命
一

事
第
七
度
。
今
度
當
二

第
八
度
一

。
見
二

汝
過
去
七
生

ツ

レ

ヘ

下

レ

マ
テ
モ

下

ノ

ク

ケ
レ

レ

首
一

、
貫
二

集
七
曝
首
一

懸
レ

頸
。
而
當
時

十
六
善
神
御
中
人
首
懸
レ

頸
御
二

在
守
護
神
一

即
是
。
潸
其
後
秦
奢
大
王
言
�
二
レ

有
汝
求
法
志
一

、
今
度
我

ケ
レ

ヘ

ヒ

ヘ

ヘ

ク

ヘ

送
。
三
蔵
引
二

懸
秦
奢
大
王
御
肩
一

、
被
二
レ

渡
天
竺
佛
生
國
一

。
大
般
若
并
般
若
心
経
等
、
被
二
レ

渡
大
唐
國
一

。
澁
件
玉
与
二

三
蔵
一

言
、
此
玉
副
二

大
般
若

ヒ

ツ

ナ
レ

ル

下
ヌ

并
般
若
心
経
一

、
可
二
レ

渡
日
本
國
一

。
□
先
立
女
起
二

日
本
國
一

神
國
、
我
成
レ

神
可
二
レ

守
日
本
國
一

。
其
時
可
二
レ

去
蟻
通
明
神
一

、
失
二

舁
消
様
一

。
三
蔵

『
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』「〈
十
五
〉
十
一
巻
分
神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
の
蟻
通
明
神

九
一



下
ツ
ヽ

ト

シ

聞
レ

之
、
佐
日
本
國
可
二

佛
法
流
布
一

処
。
澀
日
本
人
王
三
十
代
帝
欽
明
天
皇
御
時
、
自
二

百
済
國
一

被
二
レ

渡
佛
僧
経
巻
一

時
、
副
二

彼
玉
一

、
被
二
レ

渡
二
レ

本

ト

キ

下
ツ
ヽ

下
ヘ
リ

ト

ク

朝
一

。
帝
大
喜

為
二

朝
家
御
守
一

。
而
、
此
玉
代
ゝ
帝
御
誕
生
時
副
二

惠
那
等
一

、
錦
袋
裏
二

七
重
一

、
入
二

紫
檀
箱
一

。
各
二

神
璽
一

申
二

三
種
神
器
一

即

ク
モ

ク

ツ

ヽ

ヘ

レ

是
。
此
玉
部
類
、
豊
前
國
宇
佐
宮
鈴
御
前
被
二
レ

収
御
殿
内
一

。
儡
武
武
共
持
レ

行
即
此
玉
部
類
。
潯
彼
秦
奢
大
王
如
二

御
約
束
一

、
先
立
超
二

日
本
一

顯
レ

リ
下

Ａ

ト

ヘ

シ

セ

神
、
守
二

此
神
璽
一

。
其
御
神
名
申
二

蟻
通
明
神
一

、
紀
伊
國
在
田
里
在
二

鎮
守
一

。
潛
延
喜
帝
御
時
、
紀
貫
之
朝
臣
、
紀
伊
国
補
任
時
、
彼
社
前
不
二
レ

為

モ

ル

ミ

ロ

リ

ヲ
リ

下
馬
一

通
程
、
馬
�
不
レ

働
。
貫
之
成
レ

恠
處
、
彼
社
税
語
二

神
璽
事
一

、
申
二

明
神
御
誓
一

、
貫
之
自
レ

馬
下

カ
キ
ク
モ
リ
ア
ヤ
メ
モ
シ
ラ
ヌ
ヲ
ホ
ソ
ラ
ニ
有
ト
ホ
シ
ヲ
ハ
思
フ
ヘ
シ
ヤ
ハ

シ

ケ
レ

シ

リ

Ｂ

下

セ

シ

下

讀
書
レ

紙
、
御
殿
押
二

御
柱
一

。
馬
身
振
无
二

�
故
一

通
。
濳
蟻
通
明
神
守
二

神
璽
一

由
、
上
洛
後
被
二

奏
聞
、
帝
聞
食
感
奉
二
レ

入
三
十
番
神
内
一

申
二

江
父
大

明
神
即
是
一

。

（「〈
十
五
〉
十
一
巻
分

神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」）

内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、

漓
神
璽
は
孝
照
天
皇
の
御
代
に
天
朔
女
が
盗
み
、
十
六
善
神
の
内
の
一
人
秦
奢
大
王
が
自
分
の
も
の
と
し
て
持
っ
て
い
た
。

滷
玄
奘
三
蔵
が
天
竺
へ
般
若
心
経
を
求
め
て
渡
っ
て
い
る
時
、
流
沙
で
一
人
の
美
し
い
女
房
に
会
い
、
七
曲
の
穴
の
玉
に
糸
を
通
せ
ば
、

天
竺
佛
生
國
ま
で
送
っ
て
あ
げ
よ
う
と
難
題
を
与
え
る
。

澆
三
蔵
が
悩
ん
で
い
る
と
、
木
の
枝
の
蟻
が
「
蟻
腰
着
糸
向
玉
孔
」
と
鳴
き
、
ヒ
ン
ト
を
得
た
三
蔵
が
、
蟻
に
糸
を
つ
け
て
穴
を
通
し
、

玉
に
糸
を
通
す
こ
と
が
出
来
る
。

潺
女
房
は
、
鬼
王
の
形
と
な
り
、
大
般
若
守
護
十
六
善
神
の
秦
奢
大
王
と
名
乗
り
、
以
前
に
三
蔵
が
七
度
般
若
心
経
を
求
め
て
渡
ろ
う
と

す
る
度
に
、
般
若
心
経
を
渡
す
の
が
惜
し
く
て
、
七
度
と
も
三
蔵
の
命
を
取
り
、
そ
の
生
首
を
頸
に
か
け
て
い
る
と
い
っ
て
、
七
つ
の

首
を
見
せ
る
。

『
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十
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潸
し
か
し
秦
奢
大
王
は
、
今
回
三
蔵
の
志
に
感
じ
て
、
三
蔵
を
肩
に
引
っ
掛
け
、
天
竺
佛
生
國
ま
で
送
っ
た
上
、
経
を
持
た
せ
て
、
大
唐

國
に
送
り
届
け
た
。

澁
そ
し
て
、
こ
の
玉
と
共
に
経
を
日
本
に
渡
す
よ
う
指
示
し
、
日
本
国
は
神
の
起
き
た
国
な
の
で
、
神
と
な
っ
て
日
本
國
を
守
る
と
約
束

し
、
蟻
通
明
神
は
か
き
消
す
よ
う
に
消
え
た
。

澀
そ
の
後
、
欽
明
天
皇
の
御
代
に
仏
教
と
僧
と
共
に
玉
が
渡
り
、
三
種
の
神
器
と
さ
れ
た
。
宇
佐
宮
の
鈴
御
前
の
御
殿
に
収
め
ら
れ
た
の

と
同
じ
部
類
の
も
の
で
あ
る
。

潯
秦
奢
大
王
は
、
日
本
に
渡
っ
て
神
と
な
っ
て
お
り
、
名
を
蟻
通
明
神
と
い
い
、
紀
伊
田
里
に
鎮
座
し
て
い
る
。

潛
延
喜
の
帝
の
時
、
貫
之
が
下
馬
の
礼
を
と
ら
ず
社
の
前
を
通
っ
た
と
き
、
馬
が
動
か
な
く
な
り
、
貫
之
が
「
カ
キ
ク
モ
リ
」
の
和
歌
を

詠
ん
だ
と
こ
ろ
、
許
さ
れ
た
。

濳
こ
れ
を
帝
が
お
聞
き
に
な
り
、
感
じ
た
ま
い
て
「
江
父
大
明
神
」
と
し
て
三
十
番
神
の
内
に
、
入
れ
な
さ
っ
た
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
神
道
集
』
で
は
、
順
序
が
微
妙
に
前
後
す
る
も
の
の
、
漓
〜
潛
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

た
だ
し
、
細
か
な
相
違
点
は
多
々
あ
る
。
た
と
え
ば
、
澆
の
「
蟻
」
が
鳴
く
と
こ
ろ
は
、『
神
道
集
』
で
は
「
機
織
ト
云
蟲
」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
、『
族
伝
抄
』
の
「
蟻
ト
云
蟲
」
の
方
に
無
理
が
あ
ろ
う
。
蟻
を
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
に
紹
介
す
る
必
要
性
が
感
じ
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
澁
に
、「
先
立
女
起
二

日
本
國
一

神
國
」
と
あ
り
、
先
立
女
と
は
、
難
題
を
出
し
た
秦
奢
大
王
の
前
の
姿
の
女
房
を
さ
す

の
か
、
あ
る
い
は
玉
を
盗
ん
だ
天
朔
女
を
さ
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
突
如
と
し
て
「
蟻
通
明
神
」
と
出
て
く
る
が
、
こ

れ
も
話
の
筋
か
ら
言
っ
て
唐
突
過
ぎ
る
。
た
だ
し
、「
失
二

舁
消
様
一

」
は
『
族
伝
抄
』
の
好
む
言
い
回
し
な
の
か
、
同
書
「〈
十
三
〉
九
巻

分

�
取
超
事
」
で
、
勝
男
明
神
が
消
え
去
る
時
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

潯
に
あ
る
蟻
通
明
神
の
所
在
地
で
あ
る
が
、『
族
伝
抄
』
で
は
「
田
里
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、『
神
道
集
』
で
は
「
田
辺
」
と
し
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て
い
る
。
ま
た
、
潛
で
、『
族
伝
抄
』
で
は
「
カ
キ
ク
モ
リ
」
の
歌
の
み
を
載
せ
て
い
る
が
、『
神
道
集
』
で
は
、「
ナ
ヽ
ワ
タ
ニ
マ
カ
レ

ル
玉
ノ
ホ
ソ
ヲ
ヽ
ハ
蟻
通
シ
キ
ト
タ
レ
カ
シ
ラ
マ
シ
」
が
「
カ
キ
ク
モ
リ
」
の
歌
の
前
に
あ
る
。
さ
ら
に
濳
の
記
事
は
『
族
伝
抄
』
の
独

自
記
事
で
あ
り
、『
神
道
集
』
に
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
蟻
通
明
神
は
玉
を
守
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
赤
繭
の
数
珠
の
緒
と
し
て
祈
念
す

れ
ば
所
願
成
就
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
か
の
神
繭
に
赤
繭
が
似
て
い
る
か
ら
か
、
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
あ

る
。
か
の
神
繭
の
「
繭
」
横
に
は
（
璽
）
と
あ
る
。
し
か
し
、
か
の
神
繭
は
黄
色
で
あ
る
と
『
神
道
集
』
に
も
『
族
伝
抄
』
に
も
あ
り
、

混
乱
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
相
違
点
は
多
々
あ
る
が

内
容
的
に
は
ほ
ぼ
同
じ
と
見
て
よ
い
か
と
思
う
。
こ
こ
で
、
傍
線
部
に
注
目
し
た
い
。

傍
線
部
Ａ
に
つ
い
て
。

こ
の
章
段
に
は
、
い
わ
ゆ
る
蟻
通
明
神
由
来
譚
が
採
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
、
わ
が
国
に
お
い
て
蟻
通
明
神
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。

蟻
通
神
社
の
所
在
地
を
調
べ
て
み
る
と
、
以
下
の
四
社
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
他
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
管
見
に
入
っ
た
の

は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

１
「
蟻
通
神
社
」
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
。
祭
神

八
意
思
兼
命

２
「
蟻
通
神
社
」
和
歌
山
県
田
辺

祭
神

天
児
屋
根
命

３
「
蟻
通
神
社
」
大
阪
府
泉
佐
野
市

祭
神

大
已
貴
命

４
「
丹
生
川
上
神
社

中
社
」
奈
良
県
吉
野
郡
東
吉
野
村
小

祭
神

罔
象
女
神

（「
蟻
通
神
社
」
と
呼
ば
れ
た
時
代
が
あ
り
、「
蟻
通
橋
」
や
「
蟻
通
燈
籠
」
が
残
っ
て
い
る
）

１
・
２
の
二
社
に
関
し
て
は
、
そ
の
由
緒
は
同
系
の
も
の
と
見
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
由
緒
は
、
昔
（
天
武
天
皇
時
代
と
も
）、
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中
国
（
外
国
と
も
）
か
ら
使
者
が
来
て
七
曲
の
穴
の
あ
る
玉
を
出
し
、
こ
れ
に
糸
を
通
せ
と
い
う
難
題
を
出
し
た
。
そ
の
難
題
を
翁
（
或
い

は
若
い
神
）
が
一
人
出
て
き
て
、
そ
の
知
恵
を
以
っ
て
見
事
解
決
し
、
そ
の
翁
（
若
い
神
）
を
祭
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
の
泉
佐
野
市
に
あ
る
蟻
通
神
社
も
よ
く
似
た
由
緒
を
説
い
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
場
合
は
棄
老
説
話
を
基
本
に
し
て
お
り
、
中
国
か

ら
の
難
題
を
、
か
く
ま
わ
れ
て
い
た
老
人
が
解
き
、
そ
の
老
人
を
神
と
し
て
祭
っ
た
と
す
る
。
か
つ
て
は
熊
野
街
道
に
沿
っ
た
通
り
に
あ

っ
た
が
佐
野
飛
行
場
建
設
の
た
め
、
昭
和
十
七
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
紀
貫
之
の
説
話
や
謡
曲
「
蟻
通
」
と
関
わ

り
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

４
の
丹
生
川
上
神
社
は
、
延
喜
式
の
丹
生
川
上
神
社
の
論
社
の
一
つ
。
雨
乞
い
の
た
め
に
祭
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
す
る
が
、
大
正
年

間
に
入
り
、
蟻
通
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
が
、
じ
つ
は
丹
生
川
上
神
社
の
中
社
だ
と
わ
か
り
、
今
の
呼
び
名
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
ぜ
蟻
通
神
社
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
は
、
分
か
ら
な
か
っ
た
。
人
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
が
、
創
建
当
時
多
く
の
人
が
蟻
の

よ
う
に
列
を
な
し
て
通
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
説
も
あ
る
ら
し
い
が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
神
社
前
の
バ
ス
の
停
留
所
の
名
も
「
蟻

通
」
と
な
っ
て
お
り
、
大
変
興
味
深
い
。

管
見
に
入
っ
た
蟻
通
神
社
は
、
こ
の
四
社
だ
っ
た
が
、
ど
の
由
緒
眤
に
も
、『
神
道
集
』・『
族
伝
抄
』
と
同
じ
よ
う
な
流
沙
で
の
玄
奘

三
蔵
の
説
話
に
関
連
す
る
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
。

な
お
、『
族
伝
抄
』
に
「
田
里
」
と
あ
り
、『
神
道
集
』
に
「
田
辺
」
と
あ
る
蟻
通
神
社
は
、
２
の
蟻
通
神
社
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

結
論
を
出
す
に
は
こ
の
段
階
で
は
時
期
尚
早
で
あ
る
の
で
、
一
旦
こ
の
問
題
は
お
い
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
問
題
は
、
傍
線
部
Ｂ
で
あ
る
。
こ
の
章
段
を
『
神
道
集
』
依
拠
に
よ
る
も
の
と
す
る
な
ら
、
傍
線
部
Ｂ
は
増
補
さ
れ
た
部
分
と

考
え
う
る
。
傍
線
部
Ｂ
に
は
、
貫
之
の
歌
徳
説
話
に
ぶ
ら
下
が
る
形
で
、「
蟻
通
明
神
守
二

神
璽
一

由
、
上
洛
後
被
二

奏
聞
、
帝
聞
食
感
奉
二
レ

入
三
十
番
神
内
一

申
二

江
父
大
明
神
即
是
一

。」
と
あ
る
。
次
節
で
は
、「
江
父
大
明
神
」
を
中
心
に
考
察
を
試
み
る
。
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二

三
十
番
神
の
「
江
文
大
明
神
」

「
江
父
大
明
神
」
を
種
々
の
文
献
に
あ
た
っ
て
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
有
力
な
手
が
か
り
は
得
ら
れ
ず
、
明
確
な
資
料
を
持
た
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
く
傍
線
部
Ｂ
に
「
帝
聞
食
感
奉
二
レ

入
三
十
番
神
内
一

」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
三
十
番
神
の
中
に
、
そ
の
名
を

求
め
て
み
た
。

左
は
天
台
の
大
法
師
良
正
の
「
三
十
神
勧
請
記
」眞
で
あ
る
。

三
十
神
勧
請
記
云

良
正
阿
闍
梨
記
也

阿
闍
梨
傳
燈
大
法
師
位
釋
良
正
。
愼
敬
奉
爲
如
法
經
守
護
。
奉
勧
請
日
本
國
中
三
十
善
神
結
番
次
第

三
十
神
勧
請
事
。
重
々
有
口
決
難
次
載

十
日
。
伊
勢
大
明
神

十
一
日
。
八
幡
大
菩
薩

十
二
日
。
賀
茂
大
明
神

十
三
日
。
松
尾
大
明
神

十
四
日
。
大
原
野
大
明
神

十
五
日
。
春
日
大
明
神

十
六
日
。
平
野
大
明
神

十
七
日
。
大
比
叡
大
明
神

十
八
日
。
小
比
叡
大
明
神

十
九
日
。
聖
眞
子
大
明
神

二
十
日
。
客
人
大
明
神

二
十
一
日
。
八
王
子
大
明
神

二
十
二
日
。
稻
荷
大
明
神

二
十
三
日
。
住
吉
大
明
神

二
十
四
日
。
祗
園
大
明
神

二
十
五
日
。
赤
山
大
明
神

二
十
六
日
。
健
部
大
明
神

二
十
七
日
。
三
上
大
明
神

二
十
八
日
。
兵
主
大
明
神

二
十
九
日
。
苗
鹿
大
明
神
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三
十
日
。
吉
備
大
明
神

一
日
。
熱
田
大
明
神

二
日
。
陬
波
大
明
神

三
日
。
廣
田
大
明
神

四
日
。
氣
比
大
明
神

五
日
。
氣
多
大
明
神

六
日
。
鹿
島
大
明
神

七
日
。
北
野
大
明
神

八
日
。
江
文
大
明
神

九
日
。
貴
船
大
明
神

右
三
十
善
神
。
或
依
心
願
。
或
任
本
約
。
奉
勧
請
如
件
。

延
久
五
年
歳
次
癸
丑
正
月
朔
朝
壬
戌
十
日
辛
未

阿
闍
梨
大
奉
仕
良
正
謹
記

（『
門
葉
記
』
巻
第
七
十
九
（
如
法
經
一
））

こ
こ
で
は
、
三
十
番
神
で
は
な
く
「
三
十
善
神
」
或
い
は
「
三
十
神
」
と
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
三
十
番
神
の
神
々
が
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
三
十
番
神
の
資
料
の
中
で
は
時
代
と
し
て
古
い
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
引
用
し
た
。

こ
の
資
料
の
第
「
八
日
」
の
項
に
「
江
文
大
明
神
」
と
見
え
る
。『
族
伝
抄
』
に
在
る
「
江
父
大
明
神
」
の
「
父
」
の
字
は
、
明
確
に

書
か
れ
て
お
り
、
ど
う
見
て
も
「
父
」
で
あ
る
に
違
い
な
い
が
、
帝
が
「
三
十
番
神
」
に
入
れ
奉
り
た
も
う
た
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
或

い
は
書
写
段
階
で
の
誤
写
が
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

非
常
に
短
絡
な
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
仮
に
『
族
伝
抄
』
の
「
江
父
大
明
神
」
が
、「
江
文
大
明
神
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
と
い

う
仮
説
の
上
に
、
以
降
の
考
察
を
試
み
る
。

ま
ず
、
江
文
大
明
神
と
は
い
か
な
る
神
か
。

江
文
神
社
。
所
在
地
は
、
京
都
市
左
京
区
大
原
江
文
。
大
原
郷
八
カ
村
の
氏
神
で
、
祭
神
は
倉
稲
魂
命
。
創
建
は
不
明
だ
が
、
も
と
は

毘
沙
門
堂
江
文
寺
と
合
祀
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
先
述
の
蟻
通
明
神
の
所
在
地
と
は
全
く
異
な
り
、
祭
神
も
共
通
し
て
い
な
い
と
い
う
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こ
と
に
な
る
。

で
は
、
な
ぜ
蟻
通
明
神
を
江
文
大
明
神
と
し
、
三
十
番
神
に
入
れ
た
の
か
。
と
い
う
疑
問
が
起
こ
る
。

三
十
番
神
信
仰
の
始
ま
り
は
、
天
台
の
慈
覚
大
師
の
横
川
如
法
堂
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
叡
岳
要
記
』眥
な
ら
び
『
門
葉

記
』
に
は
、
天
台
の
慈
覚
大
師
が
首
楞
厳
院
椙
穴
中
に
お
い
て
如
法
蓮
華
経
の
書
写
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
、
天
人
が
集
ま
り
大
師
を
助

け
て
三
年
行
法
の
結
願
を
な
さ
し
め
た
。
よ
っ
て
「
以
二

国
内
有
勢
有
徳
神
明
三
十
ヶ
所
一

為
二

守
護
神
一

。
列
二

結
番
定
日
一

」
と
あ
る
。
し

か
し
、
同
じ
『
門
葉
記
』
の
そ
の
後
の
記
事
に
は
、

壹
道
記
云

一
番
子
日
。
伊
勢
大
明
神

二
番
丑
日
。
八
幡
大
菩
薩

三
番
寅
日
。
賀
茂
大
明
神

四
番
卯
日
。
松
尾
大
明
神

五
番
辰
日
。
大
原
大
明
神

六
番
巳
日
。
春
日
大
明
神

七
番
午
日
。
平
野
大
明
神

八
番
未
日
。
大
比
叡
大
明
神

九
番
申
日
。
小
比
叡
大
明
神

十
番
酉
日
。
聖
眞
子
大
明
神

十
一
番
戌
日
。
住
吉
大
明
神

『
平
家
族
伝
抄
』「〈
十
五
〉
十
一
巻
分
神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
の
蟻
通
明
神

九
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十
二
番
亥
日
。
陬
波
大
明
神

右
慈
覚
大
師
去
天
長
年
中
。
奉
請
件
大
明
神
為
如
法
経
守
護
神
。
但
依
心
願
未
及
結
番
。
而
諸
神
御
経
守
護
之
由
頻
被
申
之
。
仍
亥
日
熱
田
鹿
島

氣
比
三
尾
等
大
明
神
合
番
守
護
之
矣

貞
観
九
年
亥
丁
正
月
十
四
日沙

門
壹
道
謹
記

と
あ
り
、
慈
覚
大
師
の
如
法
堂
結
願
の
時
点
、
或
い
は
ご
く
初
期
の
段
階
で
は
、
三
十
番
神
で
は
な
く
、
干
支
の
十
二
神
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
十
二
神
を
三
十
番
に
増
補
し
て
い
っ
た
の
は
、
先
述
の
三
十
番
神
の
と
こ
ろ
に
お
い
て
引
い
た
「
三
十
神
勧
請
記
」
の
良

正
で
あ
る
こ
と
は
、
福
田
晃
氏
の
御
論
考
眦
に
詳
し
い
。

さ
て
、
そ
の
良
正
の
増
補
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
き
た
三
十
番
神
の
神
々
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
時
流
の
中
で
変
遷
し
て
い
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

三

三
十
番
神
信
仰
の
変
遷

「
良
正
三
十
神
勧
請
記
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
に
変
容
さ
れ
流
布
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
が
顕
著
に
現
れ
る
の
は
、
室
町
中
期
頃
の
よ
う

で
あ
る
。

三
十
番
神
と
い
え
ば
、
日
蓮
宗
、
吉
田
神
道
が
熱
心
に
掲
げ
、
三
十
番
神
の
勧
請
時
期
に
つ
い
て
、
ま
た
三
十
番
問
答
が
さ
か
ん
に
延

べ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
眛
。

日
蓮
宗
に
お
い
て
は
、
三
十
番
神
の
始
ま
り
は
日
蓮
宗
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
持
っ
て
お
り
、
法
華
神
道
に
お
い
て
中
心

的
思
想
に
据
え
ら
れ
、
三
十
番
神
の
勧
請
時
期
に
つ
い
て
も
、
日
蓮
に
始
ま
る
説
や
日
像
に
は
じ
ま
る
説
眷
が
説
か
れ
た
。

『
平
家
族
伝
抄
』「〈
十
五
〉
十
一
巻
分
神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
の
蟻
通
明
神

九
九



園
田
健
氏
の
御
論
考
眸
に
よ
る
と
、
南
北
朝
期
に
な
る
と
、
起
請
文
に
三
十
番
神
の
名
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
室
町
中

期
に
は
、
三
十
番
神
信
仰
の
全
盛
期
を
迎
え
る
。
そ
れ
は
、
吉
田
兼
倶
が
、
日
蓮
宗
の
寺
の
う
ち
に
お
い
て
号
す
る
三
十
番
神
と
は
何
の

神
の
名
か
と
、
妙
連
寺
・
本
国
寺
・
妙
本
寺
に
対
し
て
質
疑
状
を
出
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
り
、
当
時
の
三
十
番
神
信
仰
が
日
蓮
宗
の
も

の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
の
傍
証
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
度
重
な
る
吉
田
神
道
側
か
ら
の
質
疑
状
に
よ
っ
て
、
そ
の
返
答
に
窮

す
る
寺
も
出
て
き
た
ら
し
い
。
園
田
氏
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
原
因
で
、
日
蓮
宗
で
は
日
蓮
宗
独
特
の
勧
請
に
し
よ
う
と
し
て
、
三
十
番
神

の
解
釈
に
独
自
の
も
の
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
円
明
日
澄
（
一
四
四
一
―
一
五
一
〇
）
の
頃
に
な
る
と
、
三
十
番
神
は
法
華
守
護
の
神
で
あ

り
、
一
日
に
一
神
が
当
番
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
一
切
の
天
神
地
鐵
も
、
毎
日
昼
夜
を
問
わ
ず
、
番
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
説
が
風
靡
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
日
蓮
宗
の
番
神
思
想
は
、
室
町
中
後
期
頃
に
は
、
番
神
は
三
十
神
で
は
な
く
「
百
八
十
八
百
万
神
」
説
睇
に
ま
で
発
展
す
る
の

で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、
独
特
の
解
釈
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
の
よ
う
に
、
日
蓮
宗
に
独
特
の
解
釈
を
生
じ
せ
し
め
た
吉
田
神
道
の
番
神
思
想
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

『
吉
田
叢
書
』睚
の
「
神
道
大
意
」
に
よ
れ
ば
、

熱
田
一
日

諏
方
二
日

�
貴
布
禰
九
日

氣
多
五
日

鹿
嶋
六
日

北
野
七
日

江
文
八
日

廣
田
三
日

�
天
照
太
神
十
日

八
幡
十
一
日

賀
茂
十
二
日

松
尾
十
三
日

大
原
野
十
四
日

春
日
十
五
日

平
野
十
六
日

大
比

叡
十
七
日

八
王
子
十
八
日

聖
真
子
十
九
日

客
社
廿
日

吉
備
廿
一
日

稻
荷
廿
二
日

住
吉
廿
三
日

鐵
園
廿
四
日

赤

（
マ
ヽ
）

山
廿
五
日

建
部
廿
六
日

三
上
廿
七
日

兵
主
廿
八
日

苗
鹿
廿
九
日

吉
備
卅
日

同
由
来
事

正
義
不
レ

詳
、
伝
聞
叡
山
慈
覚
大
師
如
法
経
始
行
之
時
、
於
二

楞
厳
（
稜
イ
）
峰
之
杉
洞
一

、
毎
日
有
二

化
現
之
瑞
一

、
因
レ

�
以
二

其
神
一

、
充
二

其
日
一

、

『
平
家
族
伝
抄
』「〈
十
五
〉
十
一
巻
分
神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
の
蟻
通
明
神
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為
二

三
十
神
一

、
加
レ

之
配
二

一
月
三
十
日
一

、
守
二

護
禁
闕
一

之
故
、
号
二

番
神
一

云
々
、
此
段
曽
無
二

蹤
跡
一

、
抑
慈
覚
大
師
者
、
貞
観
六
年
正
月
十
四
日

入
滅
矣
、
是
後
経
二

数
年
一

垂
迹
神
多
加
二

此
番
神
一

、
於
中
、
鐵
園
社
者
、
貞
観
十
八
年
始
而
勧
請
之
、
北
野
天
神
者
、
延
喜
三
年
八
月
廿
五
日
於
二

大
宰
府
一

薨
、
覚
師
入
寂
之
後
経
二

四
十
年
一

（
後
略
）

と
あ
り
、
三
十
番
神
の
正
義
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
と
い
う
形
で
、
慈
覚
大
師
の
如
法
堂
の
一
件

を
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
鐵
園
、
北
野
に
つ
い
て
は
慈
覚
大
師
入
滅
後
の
こ
と
で
あ
り
、
時
代
が
合
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
、『
神
鐵
正
宗
』
を
増
補
し
た
と
さ
れ
る
『
神
鐵
正
宗
秘
要
』睨
を
見
て
み
た
い
。
園
田
氏
の
御
論
考
に
引
用
さ
れ
て

い
る
箇
所
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
確
認
し
て
お
く
。『
神
鐵
正
宗
秘
要
』
に
は
、『
神
鐵
正
宗
』
に
あ
る
三
十
番
神
を
述
べ
た
後

で
天
照
太
神
降
臨
の
際
の
神
々
が
、
そ
の
三
十
番
神
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
『
神
鐵
正
宗
』
の
三
十
番
神
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
内
裏
三
十
番
神
で
あ
る
。

一
日
伊
勢
大
明
神

二
日
八
幡
大
菩
薩

三
日
賀
茂
大
明
神

四
日
松
尾
大
明
神

五
日
大
原
野
大
明
神

六
日
春
日
大
明
神

七
日
平
野
大
明
神

八
日
大
比
叡
大
明
神

九
日
小
比
叡
大
明
神

十
日
聖
眞
子
大
明
神

十
一
日
客
人
大
明
神

十
二
日
八
王
子
大
明
神

十
三
日
稻
荷
大
明
神

十
四
日
住
吉
大
明
神

十
五
日
祗
園
大
明
神

十
六
日
赤
山
大
明
神

十
七
日
健
部
大
明
神

十
八
日
三
上
大
明
神

『
平
家
族
伝
抄
』「〈
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五
〉
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分
神
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侍
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蟻
通
明
神
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十
九
日
兵
主
大
明
神

二
十
日
苗
鹿
大
明
神

二
十
一
日
吉
備
大
明
神

二
十
二
日
熱
田
大
明
神

二
十
三
日
陬
波
大
明
神

二
十
四
日
廣
田
大
明
神

二
十
五
日
氣
比
大
明
神

二
十
六
日
氣
多
大
明
神

二
十
七
日
鹿
島
大
明
神

二
十
八
日
北
野
大
明
神

二
十
九
日
江
文
大
明
神

三
十
日
貴
船
大
明
神

と
な
る
。
こ
れ
は
、
良
正
の
「
三
十
神
勧
請
記
」
の
番
神
の
配
列
の
「
十
日
。
伊
勢
大
明
神
」
か
ら
「
三
十
日
。
吉
備
大
明
神
」
が
一
日

か
ら
二
十
一
日
ま
で
に
宛
て
ら
れ
て
、「
一
日
。
熱
田
大
明
神
」
か
ら
「
九
日
。
貴
船
大
明
神
」
ま
で
を
二
十
二
日
か
ら
三
十
日
に
入
れ

替
え
て
い
る
の
で
あ
る
睫
。
そ
し
て
『
神
鐵
正
宗
秘
要
』
で
は
こ
の
三
十
番
神
の
配
列
の
後
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
続
く
。

已
上
ニ
ハ
、
毎
月
三
十
日
守
護
神
也
、

欽
以
（
者
イ
）、
地
神
最
初
天
照
太
神
天
上
坐
此
界
（
国
イ
）
ヲ
進
程
吾
勝
尊
降
臨
ア
ル
ト
ノ
神
勅
也
。
干
時
、
吾
勝
尊
辞
退
ア
リ
テ
奉
用
セ
ン

ト
ア
リ
ケ
ル
ニ
其
子
饒
速
日
尊
降
、
天
照
太
神
勅
許
在
ス
ホ
ト
ニ
、
饒
速
日
尊
、
高
皇
産
尊
十
種
瑞
宝
授
、
天
太
玉
命
、
天
児
屋
根
（
无
イ
）
命
、

天
香
語
山
命
、
天
鈿
女
（
売
イ
）
命
、
天
櫛
玉
命
、
天
道
根
命
、
天
神
玉
命
、
天
椹
野
命
、
天
糠
戸
命
、
天
明
玉
命
、
天
村
雲
命
、
天
背
男
命
、
天

御
蔭
命
、
天
造
日
女
命
、
天
世
平
命
、
天
斗
麻
根
（
禰
イ
）
命
、
天
斗
女
命
、
天
玉
櫛
彦
命
、
天
湯
津
彦
命
、
天
神
魂
命
、
天
佐
布
魂
（
玉
イ
）

命
、
天
伊
伎
志
邇
保
命
、
天
活
（
生
イ
）
玉
命
、
天
少
彦
（
根
イ
）
命
、
天
事
湯
彦
命
、
天
乳
速
日
命
、
天
八
坂
彦
命
、
天
表
春
命
、
天
（
意
イ
）

思
兼
命
、
天
神
児
命
、
天
下
春
命
、
天
月
神
命
、

此
三
十
二
神
降
臨
在
テ
俄
崩
御
坐
程
、
其
弟
天
津
々
火
瓊
々
杵
尊
ヲ
降
シ
申
サ
ル
ヨ
リ
爾
来
今
…
…
（
後
略
）

と
あ
る
。 『

平
家
族
伝
抄
』「〈
十
五
〉
十
一
巻
分
神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
の
蟻
通
明
神
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園
田
氏
は
、
こ
れ
を
、
兼
倶
が
「
い
わ
ゆ
る
天
孫
降
臨
の
時
の
供
奉
三
十
二
神
を
具
体
的
に
あ
げ
て
い
る
」
と
さ
れ
、「
吉
田
神
道
に

お
い
て
三
十
番
神
説
を
述
べ
た
も
の
は
（
中
略
）、
吉
田
兼
見
の
自
筆
に
な
る
二
十
二
社
次
第
、
ま
た
、
天
理
図
書
館
所
蔵
の
三
十
番
神

縁
起
註
（
卅
番
神
本
縁
抄
と
も
）、
無
窮
会
所
蔵
の
兼
�
番
神
記
、
諸
社
根
元
記
等
々
が
あ
る
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、『
神
鐵
正
宗
秘
要
』
の

説
を
出
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
吉
田
神
道
の
掲
げ
る
三
十
番
神
は
天
孫
降
臨
時
供
奉
三
十
二
神
を
三
十
番
神
＋
二
神
と
し
て
当
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
、『
族
伝
抄
』
に
も
ど
り
た
い
。

あ
く
ま
で
も
、『
族
伝
抄
』
の
「
江
父
大
明
神
」
を
「
江
文
大
明
神
」
の
誤
写
で
あ
る
と
す
る
仮
定
の
上
に
成
り
立
つ
論
で
は
あ
る

が
、『
族
伝
抄
』
に
お
い
て
、
延
喜
の
帝
が
、
貫
之
の
「
蟻
通
明
神
守
二

神
璽
一

由
」
を
聞
こ
し
召
し
て
、「
蟻
通
明
神
」
を
三
十
番
神
の
内

に
入
れ
奉
り
た
も
う
た
。「
江
父
大
明
神
」
と
申
す
は
す
な
わ
ち
こ
れ
な
り
。
と
あ
る
か
ら
に
は
、「
蟻
通
明
神
」＝

「
江
父
大
明
神
」
と
い

う
考
え
方
が
そ
こ
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、「
江
父
大
明
神
」
を
「
江
文
大
明
神
」
と
す
る
な
ら
、
な
ぜ
『
族
伝
抄
』
は
こ
こ
で
こ
の
祭
神
も
所
在
地
も
違
う
「
蟻
通
明

神
」
と
「
江
文
大
明
神
」
の
二
社
を
繋
げ
た
の
か
と
い
う
、
先
の
疑
問
に
立
ち
返
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
引
用
本
文
と
し
て
あ
げ
た
『
神

鐵
正
宗
秘
要
』
を
見
て
み
る
と
、
良
正
の
「
三
十
神
勧
請
記
」
に
お
い
て
「
八
日
」
の
番
に
当
た
っ
て
い
る
「
江
文
大
明
神
」
は
、『
神

鐵
正
宗
秘
要
』
で
は
、
二
十
九
日
目
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
兼
倶
の
説
く
「
天
孫
降
臨
時
供
奉
」
の
神
々
の
三
十
二
番

神
の
二
十
九
番
目
に
あ
た
る
神
名
を
見
て
み
る
と
、「
天
（
意
イ
）
思
兼
命
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
稿
始
め
の
方
に
あ
げ
た
蟻

通
明
神
所
在
地
リ
ス
ト
の
１
に
あ
る
、
和
歌
山
県
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
の
蟻
通
明
神
の
祭
神
「
八
意
思
兼
命
」
の
別
名
で
あ
り
、
こ
こ
で

繋
が
る
の
で
あ
る
。
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平
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そ
う
な
れ
ば
、『
族
伝
抄
』
傍
線
部
Ａ
の
「
紀
伊
國
在
田
里
在
二

鎮
守
一

」
の
「
田
里
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
場
所
の
提
示
に
も
一
応
の

筋
が
通
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
誤
写
と
い
う
見
方
も
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
誤
写
で
は
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、『
族

伝
抄
』
の
こ
の
箇
所
を
書
い
た
人
物
は
、『
神
道
集
』
に
あ
る
「
田
辺
」
の
方
の
蟻
通
神
社
で
は
な
く
、「
田
里
」
と
い
う
わ
ざ
わ
ざ
所
在

を
詳
ら
か
に
し
な
い
書
き
方
を
選
び
、『
神
鐵
正
宗
秘
要
』
の
二
十
九
番
目
の
神
と
「
蟻
通
明
神
」
の
祭
神
と
の
つ
な
が
り
を
以
っ
て
、

「
蟻
通
明
神
」
を
「
江
父
（
文
）
大
明
神
」
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
所
在
地
、
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
東
渋
田
七
九
〇
の
蟻
通
神
社
は
、
じ
つ
は
、
高
野
山
の
麓
で
あ
り
、
な
ぜ
こ
の
地
の

蟻
通
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
、
ま
た
新
た
に
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
が
、
残
念
な
が
ら
、
確
た
る
答
え
を
持

た
な
い
。

お

わ

り

に

『
族
伝
抄
』
の
奥
書
に
、「
平
家
族
伝
抄
下

遍
照
金
剛
源
俊
」
と
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
源
俊
な
る
人
物
に
つ
い
て

は
、
高
橋
伸
幸
氏
睛
の
御
論
考
に
よ
れ
ば
、『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
識
語
篇
六
八
号
文
書
『
阿
弥
陀
』
奥
書
に
名
の
見
え
る
ほ
か
、
文
永

年
間
に
鎌
倉
の
極
楽
寺
よ
り
借
り
た
本
を
書
写
、
ま
た
、
弘
安
十
年
に
は
高
野
山
の
勧
学
院
に
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

「
遍
照
金
剛
」
と
い
う
の
は
、「
遍
照
」＋「
金
剛
」
と
い
う
考
え
方
で
い
け
ば
、
天
台
で
も
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ら
し
い
の
だ
が
、
源

俊
な
る
人
物
が
高
野
山
に
居
た
と
い
う
か
ら
に
は
、
い
わ
ゆ
る
真
言
宗
の
人
物
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
本
稿
で
扱
っ
て
き
た
「
三
十

番
神
」
や
「
江
文
大
明
神
」
に
関
す
る
考
察
か
ら
い
う
と
、
時
代
と
し
て
は
文
永
・
弘
安
の
頃
で
は
合
わ
な
い
。
高
橋
氏
の
提
示
さ
れ
た

『
金
沢
文
庫
古
文
書
』
内
に
見
え
る
源
俊
が
、『
族
伝
抄
』
の
源
俊
で
あ
る
な
ら
、
い
く
ら
「
蟻
通
明
神
」
と
三
十
番
神
の
「
江
文
大
明

神
」
の
祭
神
が
同
じ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
京
都
に
あ
る
神
と
高
野
山
の
ふ
も
と
に
あ
る
神
を
同
一
と
は
記
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
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以
上
に
よ
り
、「〈
十
五
〉
十
一
巻
分

神
璽
寶
劔
内
侍
所
�
」
の
「
蟻
通
明
神
守
二

神
璽
一

由
、
上
洛
後
被
二

奏
聞
、
帝
聞
食
感
奉
二
レ

入

三
十
番
神
内
一

申
二

江
父
大
明
神
即
是
。」
の
箇
所
を
書
い
た
人
物
は
、
吉
田
神
道
内
に
お
い
て
、
天
孫
降
臨
時
供
奉
の
神
々
を
三
十
番
神

に
取
り
入
れ
た
時
期
以
降
に
生
き
、
吉
田
神
道
の
説
く
三
十
番
神
を
知
っ
て
い
る
人
物
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
土
地
勘
の
な
さ
か
ら
、
関

西
在
住
で
は
な
い
人
物
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
そ
の
人
物
が
増
補
し
た
で
あ
ろ
う
特
徴
を
持
つ
本
文
箇
所
を
詳
ら
か
に
検
索
し
、
そ
れ
を
そ
ぎ
落
と
し
て
ゆ

く
こ
と
で
、
成
立
初
期
段
階
の
『
平
家
族
伝
抄
』
の
形
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、「
三
十
番
神
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も
非
常
に
興
味
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
『
門
葉
記
』
や
『
叡
岳
要
記
』

に
は
「
三
十
神
」
或
い
は
「
三
十
善
神
」
と
い
う
言
葉
し
か
見
え
ず
、「
三
十
番
神
」
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。『
平
家
物
語
』
に
お
い
て

は
、
延
慶
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
長
門
本
睥
、『
源
平
盛
衰
記
』睿
に
は
見
ら
れ
た
。
ま
た
、『
平
治
物
語
』睾
の
九
条
家
旧
蔵
本
・
金
毘
羅
本
・

古
活
字
本
、『
保
元
物
語
』
の
古
活
字
本
睹
に
は
見
ら
れ
た
。
三
十
番
信
仰
が
、
軍
記
享
受
者
の
中
で
広
が
っ
て
ゆ
く
様
を
見
る
上
で
、

ま
た
、
そ
の
時
代
的
歴
史
背
景
と
も
関
連
さ
せ
て
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
上
で
、
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
て

い
る
。

註
盧
『
平
家
族
伝
抄
』
本
文
は
、『
四
部
合
戦
状
本
』（
慶
応
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
校

一
九
六
七
年
三
月
刊

所
収
）
に
よ
っ
た
。

盪
『
神
道
集
』（
岡
見
正
雄
、
高
橋
喜
一
校
注

神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
二
月
刊
）

蘯
「『
四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
の
「
裏
書
」
│
│
「
刀
後
聞
」
と
「
平
家
族
伝
抄
」
│
│
」
高
橋
伸
幸
氏
（『
日
本
文
學
論
究
』
第
二
九
冊

一

九
七
〇
年
発
行
）

盻
『
神
道
集
』（
貴
志
正
造
氏

平
凡
社

一
九
六
七
年
刊
）
の
解
説
に
よ
る

眈
『『
神
道
集
説
話
』
の
成
立
』（
福
田
晃
氏

三
弥
井
書
店

一
九
八
四
年
刊
）
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〉
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眇

拙
稿
「『
平
家
族
伝
抄
』
│
│
由
来
譚
と
し
て
の
性
質
│
│
」（『
日
本
文
藝
研
究
』
第
五
十
二
巻
第
一
号

二
〇
〇
〇
発
行
）

眄

眇
と
同
じ
。

眩

眇
と
同
じ
。『
神
道
集
』
本
文
と
の
本
文
比
較
を
掲
載
し
て
あ
る
。

眤

蟻
通
神
社
の
由
緒
に
関
し
て
は
、
四
社
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
庁
Ｃ
Ｄ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
し
お
り
、
碑
文
に
拠
る
。

眞
『
門
葉
記
』
巻
第
七
十
九
（
如
法
經
一
）（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
図
像
十
二
巻

大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
）

眥
『
羣
書
類
従
』
第
２４
輯
（
塙
保
己
一
編

続
群
書
類
従
完
成
会
〔
校
〕）
所
収

眦
「
原
神
道
集
の
編
成
│
│
三
十
番
神
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」
福
田
晃
氏
（『
立
命
館
文
學
』
立
命
館
大
学
創
設
八
十
周
年
記
念
文
学
部
論
集
四

三
九
〜
四
四
一
号

一
九
八
二
発
行
）

眛
「
吉
田
神
道
と
日
蓮
宗
と
の
交
渉
│
│
法
華
三
十
番
神
説
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」
園
田
健
氏
（『
神
道
宗
教
』
４５
一
九
六
六
発
行
）
に
詳
し
い
。

眷
眸
睇

眛
に
同
じ
。

睚
『
吉
田
叢
書
』
第
一
編
卜
部
兼
倶
著
「
神
道
大
意
」
第
四
之
八
（
吉
田
神
社

内
外
書
籍

一
九
四
〇
年
刊
）
所
収

睨

国
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
本
『
神
鐵
正
宗
秘
要
』。
入
手
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
園
田
健
氏
の
眛
の
御
論
考
の
引
用
本
文
に
拠
っ
た
。

睫

眦
の
福
田
氏
の
御
論
考
に
も
説
か
れ
て
い
る
。

睛

蘯
に
同
じ
。

睥

巻
九
「
源
中
納
言
侍
夢
事
」

睿

巻
九
「
山
門
堂
塔
事
」

睾

上
巻
「
叡
山
物
語
の
事
」
こ
れ
は
、
福
田
氏
の
先
述
の
御
論
考
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

睹

上
巻
「
新
院
御
謀
反
露
顕
并
調
伏
ノ
事
付
ケ
タ
リ
内
府
意
見
ノ
事
」（『
保
元
物
語
六
本
対
観
表
』
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）。
こ
れ
は
、
福
田
氏

の
先
述
の
御
論
考
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
や
ま
な
か

み
か
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
）
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